
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は�

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は�
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④
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
控
え
め
に

　

こ
ま
め
に
温
度
・

風
量
の
調
整
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
特

に
夏
場
に
設
定
温

度
を
下
げ
す
ぎ
な

い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

⑤
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

　

無
用
な
ア
イ
ド

リ
ン
グ
は
燃
料
の

浪
費
に
な
り
ま
す
。

待
ち
合
わ
せ
や
荷

物
の
積
み
下
ろ
し

の
た
め
の
駐
停
車
の
際
に
は
ア
イ

ド
リ
ン
グ
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

⑥
暖
機
運
転
は
適
切
に

　

現
在
販
売
さ
れ

て
い
る
ガ
ソ
リ
ン

乗
用
車
は
暖
気
が

不
要
で
す
。
寒
冷

地
な
ど
特
別
な
状

況
を
除
き
、
走
り
な
が
ら
暖
め
る

ウ
オ
ー
ム
ア
ッ
プ
走
行
で
充
分
で

す
。

●
運
転
前
後

⑦
道
路
交
通
情
報
の
活
用

　

地
図
や
カ
ー
ナ

ビ
な
ど
を
利
用
し
、

出
か
け
る
前
に
計

画
・
準
備
を
し
て
、

渋
滞
や
道
路
障
害
な
ど
の
情
報
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

⑧
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
こ
ま
め
に

チ
ェ
ッ
ク

　

タ
イ
ヤ
の
空
気

圧
が
適
正
値
よ
り

不
足
す
る
と
、
燃

費
も
悪
化
し
ま
す
。

確
実
な
点
検
・
整

備
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

⑨
不
要
な
荷
物
は
積
ま
ず
に
走
行

　

不
要
な
荷
物
を

載
せ
て
走
る
だ
け

で
燃
費
の
悪
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。

運
ぶ
必
要
の
な
い

荷
物
は
、
車
か
ら
下
ろ
し
ま
し
ょ

う
。

⑩
駐
車
場
所
に
注
意　

交
通
の
妨

げ
と
な
る
場

所
で
の
駐
車

は
交
通
渋
滞

を
も
た
ら
し
、
余
分
な
排
出
ガ
ス

を
出
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

※
県
大
気
環
境
課
地
球
温
暖
化
対

策
室
発
行
『
か
ん
た
ん
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
』（
絵
は
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス

６
％
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）よ
り
）

■
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
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■
な
ぜ
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
が
必
要
？
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■
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ　

の
す
す
め

１０

●
運
転
中

①
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
「
ｅ
ス
タ

ー
ト（
燃
料
を
向
上
さ
せ
る
『
や

さ
し
い
発
進
』
の
名
称
）」

　

普
通
の
発
進
よ

り
少
し
緩
や
か
に

発
進
し
ま
し
ょ
う
。

最
初
の
５
秒
で
時

速　

㎞
が
目
安�

２０

②
加
減
速
の
少
な
い
運
転

　

車
間
距
離
に
余

裕
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。
車
間
距
離
を

詰
め
た
り
、
速
度

に
ム
ラ
の
あ
る
走

り
方
を
す
る
と
、

そ
の
分
燃
費
が
悪
化
し
ま
す
。

③
早
め
の
ア
ク
セ
ル
オ
フ

　

停
止
す
る
こ
と

が
分
か
っ
た
ら
、

早
め
に
ア
ク
セ
ル

か
ら
足
を
離
し
て
、

エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー

キ
で
減
速
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
減

速
し
た
り
、
坂
道
を
下
る
と
き
に

は
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
▼

環
境
都
市
推
進
課

　

急
発
進
、
急
加
速
、
無
駄

な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
や
め
る

な
ど
、
燃
料
の
節
約
に
努
め
、

二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）の
排

出
量
を
減
ら
す
自
動
車
の
運

転
の
仕
方
を
い
い
ま
す
。

　

月
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間
で
す

１１

瞬瞬間間燃燃費費計計

広報あんじょう　2007.11.1�

◎
市
施
設
管
理
協
会
職
員

　
（
来
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

■
学
校
・
公
民
館
等
用
務
職
員

●
採
用
予
定
人
数　

３
人
程
度

●
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２

３２

日
〜
昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

４８

で
、
普
通
自
動
車
免
許
を
持
つ
人

●
試
験
日　
　

月　

日�
（
第
１

１１

２１

次
試
験
／
筆
記
）、　

月　

日�

１２

１９

（
第
２
次
試
験
／
面
接
）

■
給
食
調
理
員

●
採
用
予
定
人
数　

３
人
程
度

●
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２

４２

日
〜
昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

５３

の
人

●
試
験
日　
　

月　

日�
（
第
１

１１

２１

次
試
験
／
筆
記
）、　

月　

日�

１２

１９

（
第
２
次
試
験
／
面
接
）

■
幼
稚
園
・
保
育
園
用
務
員

　
（
期
限
付
き
）

●
採
用
予
定
人
数　

１
人
程
度

●
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２

３２

日
〜
昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

５３

で
、
普
通
自
動
車
免
許
を
持
つ
人

●
試
験
日　
　

月　

日�
（
面
接
）

１２

１９

■
公
園
等
作
業
職
員　
　
　

　
（
期
限
付
き
）

●
採
用
予
定
人
数　
　

人
程
度

１３

●
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２

２０

日
〜
昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

３２

で
、
普
通
自
動
車
免
許（
Ａ
Ｔ
車

限
定
は
不
可
）を
持
つ
人

●
試
験
日　
　

月　

日�
（
面
接
）

１２

１９

※
期
限
付
き
採
用
に
つ
い
て
は
、

１
年
ご
と
に
更
新
し
、
最
長
を
５

年
間
と
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　
　

月
２
日�
〜
９

１１

日�
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）午
前

９
時
〜
午
後
５
時
に
、
市
施
設
管

理
協
会
へ

※
試
験
実
施
要
綱
や
受
験
申
込
書

は
、
同
協
会
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◎
市
職
員　
　
　
　
　
　

　
（
来
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

■
技
能
・
作
業
職

●
採
用
予
定
人
数　

１
人
程
度

●
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２

５３

日
以
降
生
ま
れ
で
、
普
通
自
動
車

免
許（
Ａ
Ｔ
車
限
定
は
不
可
）を
持

つ
人

●
試
験
日　
　

月　

日�
（
第
１

１１

２１

次
試
験
／
筆
記
）、　

月　

日�

１２

１９

（
第
２
次
試
験
／
面
接
）

■
任
期
付
き
職
員　
　
　
　

　
（
保
育
士
・
教
諭
職
）

●
採
用
予
定
人
数　

８
人
程
度

●
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２

３２

日
〜
昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

４８

で
、
保
育
士
資
格
と
幼
稚
園
教
諭

免
許
の
両
方
を
持
ち
、
実
務
経
験

が
あ
る
人

●
試
験
日　
　

月　

日�
（
面
接
・

１２

１１

作
文
）

●
申
し
込
み　

い
ず
れ
も
、　

月
１１

２
日�
〜
９
日�
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
、
人
事
課
へ

※
試
験
実
施
要
綱
や
受
験
申
込
書

は
、
同
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
臨
時
職
員
の
受
け
付
け
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来
年
４
月
１
日
採
用
予
定

市
職
員
、
施
設
管
理
協
会
職
員
を
募
集
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
▼
人
事
課

問
い
合
わ
せ
▼

市
施
設
管
理
協
会

（�
〈　

〉２
３
２
２
）

７５
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■
第　

回
文
化
功
労
賞

３４

太
田 
正  
臣 〈
会
運
営
／
山
崎
町
／

ま
さ 
お
み

　

歳
〉

７８
　

平
成
３
年
に
文
化
協
会
世
話
人
、

平
成　

年
か
ら
理
事
と
な
る
。
協

１０

会
の
ま
と
め
役
と
し
て
、
ま
た
会

員
の
良
き
相
談
相
手
と
し
て
、
そ

の
力
を
存
分
に
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

温
厚
、
実
直
で
常
に
和
を
モ
ッ

ト
ー
と
す
る
そ
の
人
柄
と
相
ま
っ

て
、
会
の
運
営
と
、
広
く
市
民
文

�広報あんじょう　2007.11.1
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化
と
地
域
文
化
の
振
興
に
努
め
ら

れ
た
功
績
は
誠
に
顕
著
で
す
。

■
第　

回
文
化
協
会
賞（
個
人
）

３５

 
香  
村  
愛  
子 〈
日
本
画
／
明
治
本
町

こ
う 
む
ら 
あ
い 
こ

／　

歳
〉

６３
■
第　

回
文
化
奨
励
賞

４８

鈴
木 
公  
子 〈
洋
画
／
里
町
／　

歳
〉

き
み 
こ

６９

白
井 
美  
喜  
子 〈
書
／
姫
小
川
町
／

み 

き 

こ

　

歳
〉

５２齋
藤 
行  
子 

ゆ
き 
こ

（ 
清  
川 
）〈
書
／
城
南
町

せ
い 
せ
ん

／　

歳
〉

５９
藤
岡 
千  
恵  
美 〈
箏
曲
／
朝
日
町
／

ち 

え 

み

　

歳
〉

４５■
文
化
振
興
賞

杉
浦 
専  
治 

せ
ん 
じ

（ 
樹  
心 
）〈
俳
句
／
尾
崎

き 
し
ん

町
／　

歳
〉

８４

塚
本 
幸  
太  
郎 〈
菊
／
根
崎
町
／　

こ
う 
た 
ろ
う

８０

歳
〉

杉
浦 
幸  
男 

さ
ち 
お
（ 
幸  
石 
）〈
愛
石
／
住
吉

こ
う 
せ
き

町
／　

歳
〉

７４

岩
崎
ハ
ル
エ〈
民
踊
／
城
ヶ
入
町

／　

歳
〉

７３
問
い
合
わ
せ
▼
生
涯
学
習
課

文
化
振
興
係（
市
民
会
館
内
／

�
〈　

〉１
１
５
１
）

７５

距離チーム編成部
５区間
合計１７．１６㎞
１区３．３６㎞
２区２．３８㎞
３区２．４６㎞
４区３．２０㎞
５区５．７６㎞

１チーム５人
合計年齢が１５０歳未満

一般１部

１チーム５人
合計年齢が１５０歳以上２００歳未満

一般２部

１チーム５人
合計年齢が２００歳以上２５０歳未満

一般３部

１チーム５人
合計年齢が２５０歳以上

一般４部

６区間
合計１７．１６㎞
１区～４区
は一般の部
と同じ
５区３．３８㎞
６区２．３８㎞

１チーム６人中学男子

４区間
合計９．７８㎞
１区２．５６㎞
２区２．３８㎞
３区２．４６㎞
４区２．３８㎞

１チーム４人一般女子

１チーム４人中学女子

１チーム４人ファミリー

※各チーム補欠は２人まで。
※同一部内でのみ複数チームの同一補欠を認めます。

●
と
き　

来
年
２
月　

日�
　

開

１０

会
式
＝
午
前
８
時　

分
４５

●
と
こ
ろ　

総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場（
開
会
式
お
よ
び
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
）

●
中
継
所　

陸
上
競
技
場
、
明
治

川
神
社
、
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
、
在
学
、

在
勤
の
人
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

で
、
事
前
に
健
康
診
断
を
受
け
て

健
康
と
認
め
ら
れ
た
人

●
表
彰　

各
部（
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

部
を
除
く
）と
も
３
位
ま
で
の
入

賞
チ
ー
ム
に
賞
状
と
メ
ダ
ル
、
６

位
ま
で
は
賞
状
。
完
走
チ
ー
ム
に

は
完
走
証

●
参
加
費　

一
般
４
０
０
０
円
、

一
般
女
子
３
０
０
０
円
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
２
０
０
０
円
、
中
学
生
は
無
料

●
申
し
込
み　
　

月　

日�
〜
来

１１

１６

年
１
月
６
日�
午
前
９
時
〜
午
後

５
時（
休
館
日
を
除
く
）に
所
定
の

申
込
書
と
参
加
料
を
添
え
て
体
育

課（
市
体
育
館
内
）へ

問
い
合
わ
せ
▼

体
育
課（
市
体
育
館
内
／

�
〈　

〉３
５
３
５
）

７５

文
化
功
労
賞
ほ
か
各
賞
を
決
定

第　

回
明
治
用
水
緑
道
市
民
駅
伝

２３
大
会
参
加
チ
ー
ム
を
募
集

※
行
政
評
価　

市
が
行
う
事

務
事
業（
行
政
サ
ー
ビ
ス
）に

つ
い
て
、
客
観
的
な
視
点
か

ら
成
果
を
設
定
し
、
そ
の
結

果
に
つ
い
て
評
価（
現
状
分

析
）を
行
い
、
改
善
に
結
び

つ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼

経
営
管
理
課

外
部
評
価
報
告
書
が

作
成
さ
れ
ま
し
た

朝夫が行く③�
ゆ�

　

デ
ン
マ
ー
ク
自
転
車
事
情

　

「
エ
ッ
！
自
転
車
と
人
が
同

じ
歩
道
を
通
行
し
て
い
る
ん
で

す
か
？
事
故
は
起
こ
ら
な
い
ん

で
す
か
？
」
私
が
日
本
の
現
状

を
説
明
す
る
と
、
ネ
ス
ト
ヴ
ェ

ズ
市
職
員
の
ハ
ン
セ
ン
氏（
自

転
車
道
計
画
担
当
）は
驚
き
の

声
を
上
げ
ま
し
た
。
同
市
は
首

都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
か
ら
南
へ

車
で
約
１
時
間
、
人
口
８
万
人

の
地
域
中
核
都
市
で
す
。
自
転

車
王
国
デ
ン
マ
ー
ク
の
中
で
も

先
駆
的
に
自
転
車
道
拡
張
計
画

を
策
定
し
、
２
０
０
９
年
ま
で

に
自
転
車
利
用
率
を　

％
高
め

３０

る
こ
と
を
目
標
に
、
専
門
の
担

当
者
を
設
置
。
人
と
車
と
自
転

車
を
完
全
に
分
離
し
、〈
駅
〜
公

共
施
設
〜
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
〜
企
業
〉
な
ど
を
結
ぶ
自

転
車
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

「
バ
ス
か
ら
降
り
る
と
き
、

く
れ
ぐ
れ
も
右
か
ら
来
る
自
転

車
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。」と

ガ
イ
ド
さ
ん
。
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
市
の
中
心
部
で
も
、
車
道
と

歩
道
の
間
に
自
転
車
道
が
整
備

さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
自
転
車
が
、

か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
走
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
自
転
車
道

は
一
方
通
行
で
、
歩
道
と
車
道

の
幅
を
少
し
ず
つ
狭
め
て
新
た

に
つ
く
ら
れ
た
も
の
。
歩
道
は

少
し
狭
い
で
す
が
、
通
行
に
支

障
は
な
く
、
市
民
に
は
大
好
評

の
よ
う
で
す
。

　
 
平  
坦 
な
デ
ン
マ
ー
ク
の
最
高

へ
い 
た
ん

峰
は
、
標
高　

ｍ
。
国
内
に
自

１７３

動
車
産
業
が
な
く
、
自
動
車
購

入
時
に
支
払
う
税
金
は
、
消
費

税
を
含
め
て
車
両
価
格
の
２
倍

弱（
！
）。カ
ロ
ー
ラ
１
台
が　
６００

万
円
以
上
す
る
計
算
で
す
。
さ

ら
に
ガ
ソ
リ
ン
１�
の
価
格
は

　

円
以
上
。

２００
　

デ
ン
マ
ー
ク
は
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
を
き
っ
か
け
に
国
を
挙
げ

て
脱
石
油
政
策
を
推
進
し
、
当

時
一
ケ
タ
台
だ
っ
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
自
給
率
は
、
今
で
は　

％
超
。

１３０

こ
れ
に
対
し
て
日
本
は
、
原
子

力
を
除
く
と
約
５
％
で
す
。
近

い
将
来
、「
高
く
て
乏
し
い
石
油

の
時
代
」
が
確
実
に
や
っ
て
き

ま
す
。

　

起
伏
の
多
い
地
形
の
日
本
で

す
が
、
安
城
市
内
の
標
高
差
は

　

ｍ
で
す
。
専
用
道
を
与
え
ら

２３れ
て
い
な
い
日
本
の
自
転
車
は

「
あ
る
時
は
歩
行
者
、
あ
る
時

は
車
」
と
都
合
の
い
い
よ
う
に

姿
を
変
え
る
「 
無  
法  
者 
」
で
す
。

む 
ほ
う 
も
の

帰
り
際
、
ハ
ン
セ
ン
氏
は
再
度

こ
う
言
い
ま
し
た
。「
本
当
に
分

か
れ
て
い
な
い
ん
で
す
か
？
信

じ
ら
れ
な
い
！
」

　

副
市
長（
環
境
政
策
担
当
）

山
田　

朝
夫

ババススのの脇脇ををかかすすめめるる自自転転車車

自自転転車車専専用用道道路路

ベベビビーーカカーー付付きき自自転転車車
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き
こ
え
る
よ　

耳
を
す
ま
せ
ば

心
の
さ
け
び　
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■
虐
待
を
受
け
て
い
る
、
虐
待
を

受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も

を
見
つ
け
た
時
は
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■
子
育
て
に
つ
い
て
不
安
を
持
っ

て
い
る
と
き
は
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●
市
町
村
の
か
か
わ
り

　

児
童
虐
待
防
止
法
の
改
正
に
よ

り
、
虐
待
の
連
絡（
通
告
）先
に
市

町
村
が
加
わ
り
、
児
童
相
談
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
の
も
と
に
子
ど
も

へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
の
か
か
わ
り

　

緊
急
性
の
高
い
事
例
や
一
時
保

護
や
施
設
入
所
な
ど
、
保
護
の
必

要
性
の
高
い
事
例
に
専
門
的
な
指

導
、
助
言
を
行
い
ま
す
。

●
家
庭
裁
判
所
の
か
か
わ
り

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
の

安
全
を
図
る
た
め
、
保
護
者
の
意

図
に
反
し
て
で
も
子
ど
も
を
保
護

者
か
ら
引
き
離
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
児
童
相
談

セ
ン
タ
ー
長
は
措
置
の
承
認
を
家

庭
裁
判
所
に
求
め
ま
す
。
家
庭
裁

判
所
は
措
置
を
承
認
す
る
か
ど
う

か
を
判
断
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
が
親
権
を
濫
用

し
て
子
ど
も
を
虐
待
し
て
い
る
よ

う
な
場
合
に
は
、
関
係
者（
親
族

な
ど
）の
申
し
立
て
に
よ
り
、
そ

の
親
権
を
失
わ
せ
、
子
ど
も
の
た

め
に
後
見
人
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
名
古
屋
家
庭
裁
判
所
「
児
童
虐

待
・
家
庭
裁
判
所
の
か
か
わ
り
」

よ
り
一
部
抜
粋
。

●
相
談（
連
絡
）先

市
役
所
児
童
課
、
刈
谷
児
童
相
談

セ
ン
タ
ー（�
〈　

〉７
１
１
１
）

２２

問
い
合
わ
せ
▼
児
童
課

　

月
は

１１児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す


